





























―― 西川さんはもともと看護師をされていましたね。まずは CSCD に来られた経緯をお聞か
せください。






















































































































































































































































































































ました。「健康上、患者の 1 日の喫煙本数は 6 本まで」「彼らには自己管理能力がないからト
ラブルが起きないように時間を決めて監視できるところで診る」といったやり方を崩していか
ないことには自分が望む看護はできなかったのです。



































































































































































































（2014 年 6 月 19 日 CSCD にて）
注釈
1）2013 年 7 月から西成区の委託事業である「単身高齢生活保護受給者の社会的つながりづくり事業」（通称・
　   ひと花プロジェクト）の中で、表現プログラムの一環として実施している「アジール呱々の声」の通称。
